
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成27年度 平成28年度 平成29年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 8,424,000 108,153,520 121,154,004 237,731,524

交付金額 8,000,000 108,000,000 120,000,000 236,000,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

事　　業　　評　　価　　書

　町道３９・４６号線整備工事

　嘉手納町長

　嘉手納町字水釜～嘉手納地内

　町道３９・４６号線は、昭和５７年に供用開始したものであり、現在、老朽化
によるアスファルトのひび割れ、不陸及び側溝の破損が多く見られる。
　また、乗り入れ部や交差点が多く、それによって歩道の起伏が激しくなってお
り、地域住民の安全で円滑な道路交通に支障を来している。
　このことから、本事業により当該道路を整備し、地域住民の安全で円滑な道路
交通を確保する。

　整備工事　町道３９号線　　L=782ｍ 車道 W=6.5ｍ 歩道 W=2.0ｍ
　　　　　　町道４６号線　　L=360ｍ 車道 W=7.0ｍ 歩道 W=2.0ｍ

　平成27年度から平成29年度まで

事 業 費 及 び 交 付 金 額

　【道路環境の向上についての成果及び評価】
　道路環境の向上を図り、地域住民の生活環境の改善について、地域住民にアンケート調査を
行った結果、この道路の整備状況に満足していますかとの問いに「満足・やや満足」との回答が多
く得られたことから、成果目標は達成できたと考える。
　【地域住民への周知の状況】
　１）町ホームページに掲載。
　２）工事看板に記載。
　３）町広報誌2018年11月号に掲載。

　今後も安心・安全の道路交通を確保するため、現状を確認し、問題箇所
があれば随時対策していく。

　無



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成29年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 47,185,200 47,185,200

交付金額 46,000,000 46,000,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

　造成面積　A＝2,936㎡

　平成29年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

【教育環境の向上についての成果及び評価】
　整備後、『児童の動線と車両動線を分けることで運転がしやすくなった』、
『お互いが広場を使うことで、活動の姿を見たり、話しかけるなどし、ふれあう
機会ができたと感じる』などの意見が寄せられ、教育活動の充実に繋がったこと
を確認できたため、本事業の成果は得られたものと評価した。
【地域住民への周知の状況】
　１）工事看板に記載。
　２）町ホームページに掲載。
　３）町広報誌2018年11月号に掲載。

　引き続き、教育環境の維持保全に努める。

　無

事　　業　　評　　価　　書

　嘉手納小学校敷地整備工事

　嘉手納町長

　嘉手納町字嘉手納地内

　嘉手納町立嘉手納小学校の屋内運動場及び嘉手納幼稚園については、老朽化が
著しいことから文科省による建替工事が行われた。本事業は、それに伴う敷地内
の舗装工事等を実施するものである。
　このことから、本事業を実施することにより、嘉手納小学校及び嘉手納幼稚園
の敷地内における教育環境の改善に寄与するものである。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成28年度 平成29年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 5,400,000 46,440,000 51,840,000

交付金額 5,000,000 46,000,000 51,000,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

　町民農園整備工事　Ａ＝2,039㎡

　平成28年度　から　平成29年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

【町民の生きがいづくり等への寄与についての成果及び評価】
　町民の生きがいづくり、健康づくり等に寄与しているかを確認するため、町民
農園利用者を対象にアンケート調査を行った結果、町民農園を利用しての満足度
を問う設問について「満足・やや満足」をの回答を多く得られたため、成果目標
は達成できたと考える。
【地域住民への周知の状況】
　１）町民農園内のトイレに「平成29年度沖縄防衛局調整交付金事業」と記載。
　２）町ホームページに掲載。
　３）町広報誌2018年11月号に掲載。

　本施設の適切な管理運営に努め、利用者からの要望等にも随時対応する。

　無

事　　業　　評　　価　　書

　嘉手納町民農園整備工事

　嘉手納町長

　嘉手納町字屋良地内

　本町において、少子高齢化の進展等の影響により、お年寄りなどの地域人材の
積極的活用による人と人とがつながる社会形成の構築が求められている。
　このことから、町民農園を整備することにより、町民のレクリエーションの場
として利用し、健康づくりや生きがいづくりに寄与するものである。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及
び終期

平成29年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 4,669,920 4,669,920

交付金額 3,700,000  3,700,000

補助事業の成果及び
評価並びに地域住民
への周知の実施状況

事業の改善策及び
今後の対応

事業の評価に際し
ての第三者機関の
活用の有無

スポーツドーム備品購入
・シーテッドカーフ　　 1台
・リアデルトフライ　　 1台
・バレルローラー　　　 2台
野球場備品購入
・転圧ローラー（グラウンド転圧専用車両）　　1台

平成29年度

事業費及び交付金
額

【事業の成果及び評価】
　整備後、体育施設（野球場、スポーツドーム）利用者にアンケート調査を
行った結果、野球場グラウンドのコンディション及びスポーツドームの施設
の改善が図られたかの問いに「良くなった・やや良くなった」との回答が多
く得られたことから、成果目標は達成できたと考える。
【地域住民への周知の状況】
　１）町ホームページに掲載。
　２）町広報誌2018年11月号に掲載。
　３）備品に「平成29年度沖縄防衛局調整交付金事業」と記載。

　長期に渡たり器具を使用するために、利用者に対し適切な使用方法に
ついて指導を行い、定期的に保守点検を実施する。

無

事　　業　　評　　価　　書

体育施設関連備品購入

嘉手納町長

嘉手納町字屋良地内

　嘉手納町野球場は、プロ野球キャンプを始め各種団体の練習や野球大
会等で使用しているが、グラウンドを整備する整備車両が充実していない
状況である。また、嘉手納町スポーツドーム２階のトレーニングルーム機器
においては、現在、整備後１４年が経過し、器具の経年劣化による不具合
等が頻繁に生じ、機器の更新が求められている状況である。
　このことから、本事業でグラウンド整備車両の整備及びトレーニングルー
ム機器の更新を行い、両施設のサービス向上を図ることで、施設利用者の
健康及び体力の増進に寄与するものである。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成28年度 平成29年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 6,156,000 26,771,300 32,927,300

交付金額 6,155,650 26,000,000 32,155,650

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

　整備工事　町道６７号線　　L=194ｍ W=5.2ｍ

　平成28年度から平成29年度まで

事 業 費 及 び 交 付 金 額

　【道路環境の向上についての成果及び評価】
　道路環境の向上を図り、地域住民の生活環境の改善について、地域住民にアンケート調査を
行った結果、この道路の整備状況に満足していますかとの問いに「満足・やや満足」との回答が多
く得られたことから、成果目標は達成できたと考える。
　【地域住民への周知の状況】
　１）町ホームページに掲載。
　２）工事看板に記載。
　３）町広報誌2018年11月号に掲載。

　今後も安心・安全の道路交通を確保するため、現状を確認し、問題箇所
があれば随時対策していく。

　無

事　　業　　評　　価　　書

　町道６７号線整備工事

　嘉手納町長

　嘉手納町字水釜地内

　町道６７号線は、昭和５７年に供用開始したものであり、現在、老朽化による
アスファルトのひび割れ、不陸及び側溝の破損が激しく、地域住民の安全で円滑
な道路交通に支障を来している。
　このことから、本事業により当該道路を整備し、地域住民の安全で円滑な道路
交通を確保するものである。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成28年度 平成29年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 6,372,000 30,743,160 37,115,160

交付金額 6,371,600 30,000,000 36,371,600

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

　整備工事　町道１９号線　　L=198ｍ W=3.5～4.1ｍ

　平成28年度から平成29年度まで

事 業 費 及 び 交 付 金 額

　【道路環境の向上についての成果及び評価】
　道路環境の向上を図り、地域住民の生活環境の改善について、地域住民にアンケート調査を
行った結果、この道路の整備状況に満足していますかとの問いに「満足・やや満足」との回答が多
く得られたことから、成果目標は達成できたと考える。
　【地域住民への周知の状況】
　１）町ホームページに掲載。
　２）工事看板に記載。
　３）町広報誌2018年11月号に掲載。

　今後も安心・安全の道路交通を確保するため、現状を確認し、問題箇所
があれば随時対策していく。

　無

事　　業　　評　　価　　書

　町道１９号線整備工事

　嘉手納町長

　嘉手納町字嘉手納地内

　町道１９号線は、昭和５７年に供用開始したものであり、現在、老朽化による
アスファルトのひび割れ、不陸及び側溝の破損が激しく、地域住民の安全で円滑
な道路交通に支障を来している。
　このことから、本事業により当該道路を整備し、地域住民の安全で円滑な道路
交通を確保するものである。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成29年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 11,618,000 11,618,000

交付金額 11,000,000 11,000,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

　整備工事　町道８７号線　　L=116ｍ W=4～5ｍ

　平成29年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

　【道路環境の向上についての成果及び評価】
　道路環境の向上を図り、地域住民の生活環境の改善について、地域住民にアンケート調査を
行った結果、この道路の整備状況に満足していますかとの問いに「満足・やや満足」との回答が多
く得られたことから、成果目標は達成できたと考える。
　【地域住民への周知の状況】
　１）町ホームページに掲載。
　２）工事看板に記載。
　３）町広報誌2018年11月号に掲載。

　今後も安心・安全な道路交通を確保するため、現状を確認し、問題箇所
があれば随時対策していく。

　無

事　　業　　評　　価　　書

　町道８７号線整備工事

　嘉手納町長

　嘉手納町字水釜地内

　町道８７号線は、昭和５７年に供用開始したものであり、現在、老朽化による
アスファルトのひび割れ、不陸が多く見られる。
　また、本道路は排水機能が不十分なため、雨天時での利用者の安全が確保でき
ず、地域住民からも改善が求められている状況である。
　このことから、本事業により当該道路を整備し、地域住民の安全で円滑な道路
交通を確保する。


